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安河内 勇一

４年 １組の子どもたち、寺山先生ありがとうございました！
【活動名 】 「おうちの人に感謝の気持ちを伝えよう 」
【本時展開】

１話合いの議題とめあてを確認する。

（議題）

「 二 分 の 一 成 人 式 」 で 、 お う ち の 人 に 感 謝 の 気 持 ち

を伝えるための贈り物を決めよう。

（めあて）

①自分の思いや願いを進んで発表しよう。

②友達の思いや考えのよさを見つけよう。

２話合い活動を行う。

(1)計画委員による原案の説明 【計画委員による原案説明の様子】

【提案理由】

・今まで育ててもらったおうちの人に「ありがとう」の

感謝の気持ちを伝えるために、記念になる物を形として

贈りたいから。

・学級のみんなで協力して取り組むことで、もっといい

学級にしたいから。

(2)原案についての話合い

【Ａ案：写真立てと折り紙の花束】

（よさ） 【自分の意見を述べる様子】

・心がこもっていてきれいなので飾ってくれる。

・毎日、身近に置いてもらって、見てもらえる。

（問題点）

・壊れてしまったら残念なことになる。

・作るのが苦手な人がいる。

【Ｂ案：合唱とメッセージのＣＤ】

（よさ）

・何回も聞き直すことができる。

・一人一人一言言って、思い出に残る。

（問題点）

・聞く機会がない人たちが困る。 【自己決定の様子】

(3)自分の考えを自己決定する。

（１１人：８人）＝写真立てに決定

３ 話合いの振り返りをする。

・たくさんの意見が出たからよかった。

・みんなで話合って決めたので、がんばりたい。

４ 教師の話を聞く。

・計画委員、司会グループへの評価

・話相方に対する評価 【教師の評価の様子】

・今後の取組に対する意欲づけ

初任研
だよ り



【寺山先生の自評】
○ 本時目標を達成させるための手立て

① A 案、 B 案において見本を作ったこと（「写真立てと花束」「歌の CD」）

②事前の綿密な計画委員、司会グループの打ち合わせを行ったこと

③事前に一人一人議案に対する意見をもたせたこと

○ 本時目標の達成状況は、５割程度であった。その判断理由は、誰もが発表をするこ

とができたが、３つの観点をふまえた発表が少なかったから。②学級目標を意識した

内容の話合いにならなかったから。

(事 後 研 修 に お け る 指 導 ･助 言 ）

【校長先生より 】

○事前指導（計画委員、司会グループ等）よくできて

いて、基本的な流れはよかった。

○総合的な学習の時間との関連（教師主導、児童主体）

よかった。

①年間通して計画的に話合い活動を行うこと

②学級活動の意義を子どもに理解させること

（自分たちで生活を豊かにする、話合いにはルールがある） 【話合いの様子】

③議題は子どもにとって切実感のあるものにすること

④折り合いを付けることが大切であること

（意見を出し合うだけでなく、意見が絡み合うように）

⑤話合いの進め方は、項目ごとに話合い、問題点に対

する改善点や質問に対する答えなどにする。

⑥板書では、それぞれの意見に対して「話合いのポイ

ント」をキーワードで貼っていくこと

⑦教師の役割では、発達段階に応じて、話合いの方向

性を途中で修正することも必要なことである。

【教頭先生より 】

・ 意 見 交 流 で あ っ て 、「 み んな で 決 め て い く 」 に なっ

て い な い 。「 ～ さ ん に 賛 成 （ 反 対 ） で ～ で す 。」 な ど 【板書】

話し方をを身に付けさせること

・発言が多い児童には、「３回まで」など言っておき、

伝えたい内容を思考させる。

・計画委員の主張も大事である。

・話合いの楽しさを味わわせて欲しい。オリエンテー

ションを行い、月１回きちんとする。

・議題の価値を明らかにして、議題を決める。

【前原小の竹内先生より 】

・子どもたちが素直に意見を出せていた。これは、学

級の雰囲気と寺山先生の頑張りである。

・子どもたちに必要感のある議題にすること

・自己決定させた上で話合い活動をすること

・話し方のスタイルを学ばせること 【振り返り活動】

・書いたことを読むだけでなく、その場で話すこと

【寺山先生お疲れ様でした！】
あと少しで初任者研修が終わります。校外研修、一般研修、授業研修、課題研修等、

多くの研修がありました。時には体調が悪かったり、生徒指導上の問題があったり、
きつかったこともあったと思います。しかし、寺山先生は、何に対してもいつも真面
目に誠意をもって、取り組まれていました。すばらしかったです。

先生方のご理解、ご協力、本当にありがとうございました！




